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“今年で第１０回”

13



徘徊模擬訓練のこれまでの経過

平成１６年 駛馬南校区で初めて開催する

平成１９年 市内全域へ広がる ⇒ 地域の取り組みは７校区へ
○福岡県市長会南ブロックにおいて、福岡県南の市町村で広域連携に向けた
取り組みを進めることを提案

平成２０年 模擬訓練に向けて認知症の啓発を強化
○ 認知症サポーター講座を職域・小地域で開催
○ 筑後田園都市推進評議会（福岡県）が主体となって広域ネットワークの整備
に取り組むことを確認

平成２１年 地域の取り組みが１８校区に広がる

平成２２年までには、全ての校区が取り組みを実施

平成２３年 徘徊模擬訓練を初めて平日に開催

平成２４年 福岡県南１２市町による「ちくご高齢者等SOSネット
ワーク」の運用開始（5月）及び熊本県北部（荒尾・南関・長
洲）との連携の開始（3月） ⇒ 広域連携がスタート 14



実行委員会メンバー（校区によってメンバーは異なる）

○民生委員・児童委員協議会

○校区町内公民館連絡協議会

○校区社会福祉協議会

○地域交流施設・地域包括支援センター

○認知症ライフサポート研究会運営委員

○大牟田市長寿社会推進課

大牟田市の取り組みの特徴

声かけ訓練や情報伝達網の再整備、認知症サポーター養成講座など必要
となる取り組みについては、各校区それぞれにおいて検討を進め、訓練当
日に先立つ準備として各校区で事前に実施する。

～校区実行委員会の設立～
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多世代交流による取り組み
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白川校区と白光中学校の取り組み
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高校生の訓練参加者募集について

（多世代交流による取り組み）

【経 緯】
○徘徊模擬訓練は、これまでの10年間の取り組
みにより、市内全校区で訓練が開催されるように
なるなど、認知症高齢者の見守りや声かけ等に対
する住民の意識も高まりつつあります。

○大牟田市では、認知症の普及啓発の一環とし
て、「小中学校の認知症絵本
教室」を行なうなど、認知
症を高齢者のみの問題で
はなく、多世代交流による
取り組みも進めています。

○新聞報道にあるように、
中・高校生が実際に高齢
者を保護するといった事例も報告されています。

○模擬訓練が今年で10回目を迎えることから、こ
れを契機に多世代交流事業を一歩前進させるた
め、市内高校生から訓練参加者を募り、地域の取
り組みへ参加を促したいと考えています。

【到達目標】
○高校生に、認知症を地域で支え見守る取り
組みに関心をもってもらう。
○実際に地域の取り組みに参加することによ
り、捜索活動や地域活動を実体験してもら
う。
○校区の取り組みに、若い世代の考え方を
取り入れてもらう。

【取り組みのイメージ】
①地域交流施設にて徘徊行方不明者情報
を受け取った後、捜索活動に参加
⇒遭遇しやすいように、「○○を中心に捜
索を」といった配慮を。

②徘徊者役のサポーターとして同行し、実
際の声かけ見守りがどのように行われてい
るかを見聞きする。
③校区反省会へ参加し、感想の発表や意見
交換の場を設ける。

※高校生の受け入れ校区については、参加希望状況により、各校区へ依頼させていただきます。折角の機会な
ので、高校生に訓練参加の実感や地域との触れ合いが持てるよう 配慮や工夫をお願いします。


